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 メディアリリース  

 

 

報道関係者各位 

2020年 7月 20日（月） 

NPO法人日本ブラインドサッカー協会 

 

体験型ダイバーシティ教育プログラム「スポ育」 

9 月～12 月申し込みを本日 18 時より開始！ 
通常プログラムに感染症予防対策を追加した新プログラムも提供 

 

NPO 法人日本ブラインドサッカー協会（以下、JBFA）は、小・中学生を対象とした体験型授業「スポ育」

の 9 月以降の申し込みを本日 7 月 20日（月）18：00からスポ育ホームページで開始いたします。新型コ

ロナウイルスの影響で 3 月に予定していたプログラムを全て中止し、4 月からの新規申し込みも見合わ

せておりましたが、今回の受付開始に伴い、従来の形に加えて、感染症防止対策プログラムや全国を対

象としてオンライン授業版など新しいコンテンツを追加しています。 

 

「スポ育」は、パラリンピック競技であるブラインドサッカーの要素を

用いた、体験型ダイバーシティ（多様性）教育プログラムです。内容は

講演会や通常の体験会とは異なり、1 件あたり 90分、20 名から 50名ま

での参加を基本とし、子ども達全員が視覚に障がいのあるブラインドサ

ッカー選手と触れ合いながら、視覚をアイマスクで閉じた状態でさまざ

まなワークショップを行います。新型コロナウイルス感染拡大の影響が

深刻化し始めた 3 月以降通常プログラムを提供することが難しくなっておりまし

たが、この様な状況下でどの様に子ども達に障がい者への理解促進や、コミュニ

ケーションの重要性、チームワークの大切さの学びを提供できるか検討を重ね、7

月と 8月は「スポ育」夏季限定感染予防対策プログラムの提供を開始しています。 

 

本日から募集を開始する 9 月以降のプログラムは、これまでの通常プログラムに加え、感染予防対策プ

ログラム版や完全非接触型のオンライン授業版もご用意しています。特にオンラインセミナー版は、今ま

で実施エリア外だった地域の子ども達にもダイバーシティの学びを提供致します。 

 

昨年 4月から今年 3月末までに、634件（90分の 1コマを 1件とする）、21,272人が参加し、事業を開始

した 2010 年 9 月から累計で 15 万人を超える子どもたちに体験していただきました。また、2015 年秋か

らは、約 17万人が取得している民間資格「サービス介助士」を育成・認定している公益財団法人日本ケ

アフィット共育機構と事業提携し、障害とは何か、障害者を困らせているものは何かを考え、お手伝いが

必要な人への声かけや介助の第一歩を学び、“おもいやり”を行動へと促す授業「おも活」（おもいやり活

動の略）も実施しています。スポ育を通して楽しく障害者と出会い、障害者への見方が変わった子ども達

に「おも活」で介助方法を学んでもらうこれまでにない教育手法で、おもいやりの心や考え方などの広が

りにつながった、子ども達が今後の生活へ活かそうと意欲が湧いた、と評価をいただいております。スポ

育実施校向けに、2019年度は 13 件実施致しました。 

 

本事業は、2020年 7月現在、12社のパートナー企業のサポートにより原則無料で実施しています。スポ

育の 2019年度（2019年 4月～2020年 3月）の「スポ育」活動実績、過去実施件数および体験者数の推移

は本文最後に記載しております。 

 

JBFA では、一人でも多くの子ども達にスポ育プログラムを提供できるよう、これからも真摯にこの活動

に取り組んでまいります。 
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●体験型ダイバーシティ教育プログラム「スポ育」申込概要 

 

内容：体験型ダイバーシティ教育プログラム（事前学習、体験学習、事後学習） 

 

実施地域：関東エリア：東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県 

関西エリア：大阪府大阪市内、兵庫県（一部） 

※オンラインセミナー版は全国が対象となります 

 

対象：小学校４年生～高校３年生までの学校またはスポーツ団体 ※小学３年生は９月から実施可能 

 

＜その他詳細とお申し込み＞ 

・9 月以降の「スポ育」：http://supoiku.b-soccer.jp/apply/apply.html/ 

・夏季限定の感染予防対策プログラム「スポ育」：http://supoiku.b-soccer.jp/apply/kaki.html 

 

＜スポ育実施件数および体験者数の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

期間 年度 件数 人数

2010年9月〜2011年3月 2010年度 61 4509

2011年4月〜2012年3月 2011年度 157 6782

2012年4月〜2013年3月 2012年度 220 11754

2013年4月〜2014年3月 2013年度 347 15081

2014年4月〜2015年3月 2014年度 479 21617

2015年4月〜2016年3月 2015年度 508 21008

2016年4月〜2017年3月 2016年度 491 20130

2017年4月〜2018年3月 2017年度 371 14549

2018年4月〜2019年3月 2018年度 458 15736

2019年4月〜2020年3月 2019年度 634 21272

累計 3726 152438

http://supoiku.b-soccer.jp/apply/apply.html/
http://supoiku.b-soccer.jp/apply/kaki.html
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2019 年度の「スポ育」活動実績  ＜地域別＞ 

  

＜月別＞    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 月は 10件の開催予定がコロナウイルス感染拡 

大の影響で 0件に 

 

＜学年別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本件に関するお問い合わせ 

NPO 法人日本ブラインドサッカー協会 広報室 

E-mail: media@b-soccer.jp   協会ウェブサイト：http://www.b-soccer.jp 

住所：〒169-0073 東京都新宿区百人町 2－21－27 ペアーズビル 3 階 

 

単位 コマ 人数
年 月 件数 人数

2019年 4月 13 434
5月 31 965
6月 64 2,131
7月 35 1,157
8月 22 775
9月 72 2,340
10月 105 3,433
11月 103 3,476
12月 70 2,235

2020年 1月 60 2,170
2月 59 2,156
3月 0 0

総計 634 21,272

単位 人
学年 人数
小学3年生 1,281
小学4年生 9,037
小学5年生 2,588
小学6年生 1,916
中学1年生 1,850
中学2年生 3,041
中学3年生 992
高校1年生 76
高校2年生 111
高校3年生 188
特別支援学級 136
中学生 37
高校生 19

総計 21,272

単位 コマ 人
都道府県 市区町村 件数 人数
宮城県 仙台市 15 552
富山県 射水市 3 70
東京都 あきる野市 1 34

奥多摩町 2 57
葛飾区 9 322
江戸川区 17 644
江東区 19 722
港区 24 713
国分寺市 2 63
国立市 2 80
三鷹市 4 163
渋谷区 1 49
小金井市 4 124
昭島市 5 188
新宿区 31 947
杉並区 10 315
世田谷区 8 326
清瀬市 4 114
西東京市 12 445
青梅市 2 78
千代田区 2 68
足立区 23 769
台東区 4 92
大田区 7 228
中央区 16 448
中野区 4 141
町田市 18 633
調布市 10 334
東久留米市 8 256
東村山市 5 163
日野市 2 65
八王子市 7 196
板橋区 16 509
品川区 47 1593
府中市 4 125
福生市 1 49
文京区 44 1331
豊島区 1 44
北区 3 69
墨田区 6 175
目黒区 3 113
立川市 6 189
練馬区 12 360

神奈川県 愛甲郡愛川町 3 159
横須賀市 1 11
横浜市 32 1116
鎌倉市 6 148
三浦市 3 111
川崎市 30 1091
藤沢市 10 345

埼玉県 さいたま市 2 138
加須市 2 72
幸手市 1 31
新座市 1 32

千葉県 印西市 2 47
千葉市 5 225
袖ケ浦市 2 116

大阪府 大阪市 50 1680
兵庫県 加古川市 13 442

神戸市 9 232
西宮市 8 272
川西市 5 190
淡路市 2 64
明石市 2 67

その他 21 727
総計 634 21,272


